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老人福祉センター建替事業

４節　誰もが充実した生涯をおくることのできる流山（市民福祉の充実） 主管課 高齢者生きがい推進課

会計 小事大事
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対象

耐震強度不足、施設の老朽化及びボイラーの耐用年数の大幅な経過に伴い、施設を新築し完
成後に既存施設を解体する。平成23年度は、敷地の測量及び建築設計を行い、平成24年度に
本館、平成25年度に別館を建築し、平成26年度に外構工事を行った。

平成20年度に耐震診断を実施した結果、耐震性に問題があったことから施設の耐震補強工事
を計画していたが、費用対効果を考慮したうえで既存施設を閉鎖することなく、敷地内に同
施設を新築し、その後既存施設を解体することとした。平成26年6月に別館の工事を完了さ
せ同年7月に全館オープンした。

老人福祉センターの利用者が安全に安心して施設利用がで
きるようにする。

主管課長横山　友二高齢者や障害者がいきいき暮らせる社会づくり

名　　称 平成2５年度 平成2６年度 平成2７年度

款

事業内容

事業開始か
ら現在まで
の状況変化

60歳以上の人 意図
事業
目的

単位
目標
方向

算定式（成果指標の場合）

全体事業に対する進捗率 89 99.99 100 ％ →→ 年度内歳出÷全体事業費

平成2６年度

10,820,000 119,325,184

0.01

812,160

4,810,000 108,225,184 812,160

目的に対する現状（客観的事実・データ
に基づく現在の状況や取組状況）

10,889,870 119,394,284 887,460

水はけを良くするため、北部高齢者趣
味の家（森の倶楽部敷地内）前の砕石
を行った。

平成2５年度 平成2７年度

69,870 69,100 75,300

0.01 0.01

個別評価 必要性

今後の必要性

市関与の必要性

初期投資コスト（円）（建設又は取得年度のみ記入）

想定耐用年数　（年）（建設又は取得年度のみ記入）

Ａ　必要性が高まる
と考えられる

Ａ　市が担うべき

有効性 Ａ　達成できた

Ａ　対象者は適切である

Ｄ　大幅に削減すべきで
ある

総合評価 Ⅶ　終　　　了　（事業を終了すべき）

効率性

目標達成度

対象者の適切性

コストの削減

③取組の
課題

整備が完了したことから事業を終了し
た。

④今後の
改善計画

整備が完了したことから事業を終了し
た。

①今年度
(H27)の
改善計画

②今年度
(H27)に
実施した

取組

水はけを良くするため、北部高齢者趣
味の家（森の倶楽部敷地内）前の砕石
を行う。

高齢者趣味の家（森の倶楽部敷地内）
で陶芸の釉薬作業後にコンクリートた
たき部を水を使い洗浄するためコンク
リートに釉薬の色が付着するのを軽減
した。


